
国
会
事
項

人
事
異
動

平成™œ年›月 日 火曜日 第�—™™号官 報
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ

れ
る
利
益
に
優
越
し
、
ま
た
、
事
業
計
画
も
合
理

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適

正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
３
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
未
改
修
で
あ
る
本
件

区
間
に
お
い
て
は
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
平
成
2
1年
と
同
等
規
模
の
洪
水
が
発
生
す
れ

ば
、
本
件
区
間
の
背
後
地
の
広
範
囲
に
浸
水
被
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
で
き
る

だ
け
早
期
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
地
元
自
治
体
で
構
成
さ
れ
た
福
岡
県

町
村
会
か
ら
、
本
件
事
業
の
早
期
完
成
に
関
す
る

強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

必
要
性
は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収

用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
４
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
役
場

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

四
月
五
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を
奏

上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

議
決
通
知

四
月
五
日
本
院
は
日
本
銀
行
総
裁
に
黒
田
東
彦
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

議
案
提
出

四
月
五
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

食
品
表
示
法
案

独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
法
を
廃
止

す
る
法
律
案

民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管
理
空
港
等
の
運
営
等
に

関
す
る
法
律
案

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案

議
案
通
知
書
受
領

四
月
五
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内
閣

提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

四
月
五
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

禁
煙
タ
ク
シ
ー
と
ハ
イ
ヤ
ー
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
阿
部
知
子
提
出
）

答
弁
書
受
領

四
月
五
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
提
出
い
わ
ゆ
る
４
m

２
８
「
主

権
回
復
の
日
」
政
府
式
典
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
提
出
在
デ
ン
バ
ー
総
領
事
館
に

お
け
る
機
密
漏
え
い
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
提
出
特
別
養
子
縁
組
に
関
す
る

再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
提
出
在
日
外
国
大
使
館
員
に
よ

る
õ
博
等
の
犯
罪
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
提
出
中
央
省
庁
内
の
各
店
舗
の

賃
料
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

四
月
五
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

自
衛
隊
法
第
六
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成

二
十
四
年
自
衛
隊
員
の
営
利
企
業
へ
の
就
職
の
承
認
に

関
す
る
報
告

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第

二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
防
衛
省
の
職
員
の
人
事
交

流
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の

間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
報
告

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

四
月
五
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

食
品
表
示
法
案
（
閣
法
第
四
四
号
）

独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
法
を
廃
止

す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
五
号
）

民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管
理
空
港
等
の
運
営
等
に

関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
六
号
）

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
四
七
号
）

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
四
八
号
）

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
労
働
関
係
を
円
滑

に
調
整
す
る
た
め
の
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
中
川
正

春
外
五
名
提
出
）（
衆
第
五
号
）

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

特
例
法
案
（
中
川
正
春
外
五
名
提
出
）（
衆
第
六
号
）

議
決
通
知

四
月
五
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案

を
可
決
し
た
旨
議
院
に
通
知
し
た
。

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
日
本
銀
行
総
裁
に
黒
田
東
彦
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

答
弁
書
受
領

四
月
五
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
有
田
芳
生
提
出
「
拉
致
問
題
に
関
す
る
認

定
分
科
会
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
六

四
号
）

参
議
院
議
員
松
田
公
太
提
出
中
国
の
Ｐ
Ｍ
二
・
五
に
よ

る
大
気
汚
染
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
六

五
号
）

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

四
月
五
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
衆
議

院
に
通
知
し
た
。

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

報
告
書
受
領

四
月
五
日
内
閣
か
ら
、
自
衛
隊
法
第
六
十
二
条
第
五
項

の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
自
衛
隊
員
の
営
利
企
業

へ
の
就
職
の
承
認
に
関
す
る
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人

事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
防

衛
省
の
職
員
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
防
衛
省

と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
報
告
を
受
領

し
た
。

内

閣

（
在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
公
使
）

外
務
事
務
官

道
井
緑
一
郎

（
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会
専
務
理

事
）

重

義
行

ロ
シ
ア
連
邦
の
二
百
海
里
水
域
に
お
け
る
日
本
国
の
漁
船

に
よ
る
ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す
の
二
千
十
三
年
に
お
け
る

漁
獲
に
関
す
る
日
ロ
政
府
間
協
議
日
本
政
府
代
表
代
理
を

命
ず
る

期
間
は
本
件
協
議
の
議
事
録
が
正
式
署
名
さ
れ
る
日
ま
で

と
す
る
（
各
通
）（
四
月
五
日
）
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